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１ 平成２２年度水道局予算要求総括表 

 

【上水道事業会計】 

 

〈水道事業〉 

 平成２２年度要求総額     ２９，５３８，３１２千円 

（平成２１年度予算額      ３４，５２１，１４４千円）         

 前年度比           ▲４，９８２，８３２千円（▲１４．４％） 

 

《主な事業》                        （単位：千円） 

平成２２年度 平成２１年度 増 減 
事業名 

予算要求額Ａ 予算額  Ｂ Ａ－Ｂ 

500,0003,500,000 3,000,000 配水管更新事業 

  

55,652321,762 266,110 震災対策整備事業 

  

139,19310,000 149,193災害対策整備事業 

  

4,852,788 126,143北部福岡緊急連絡管事業 ▲4,726,645

  

200,000 200,000新若戸道路水道連絡管整備事業 0

  

0 20,000太陽光発電設備設置事業 20,000

  

58,772 144,500省エネルギー対策整備事業 85,728

  

35,000 アクアフレッシュ事業 35,000 0

  

74,000 漏水調査事業 98,000 24,000

 

 

〈水道用水供給事業〉 

平成２２年度要求総額        ５６１，９０４千円 

（平成２１年度予算額       ４，０７８，２８６千円）        

 前年度比           ▲３，５１６，３８２千円（▲８６．２％） 

 

 

【工業用水道事業会計】 

平成２２年度要求総額      ２，６１８，８７０千円 

（平成２１年度予算額       ３，０７０，７１０千円）        

 前年度比             ▲４５１，８４０千円（▲１４．７％） 
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２ 平成２２年度 水道局経営方針 

 

【上水道事業会計】 

平成２２年度は、北部福岡緊急連絡管事業の完成により、緊急時に福岡都

市圏との相互水融通が可能になるとともに、宗像市など３市１町へ水道用水

を供給する水道用水供給事業を開始します。 

「水道事業中期経営計画」（平成１８年度～２２年度）の最終年度にあたり、

その総決算として、財政計画及び事業計画の達成に積極的に取り組みます。 

 

〈水道事業〉 

昨年のリーマンショックに端を発した世界同時不況の影響が続く中、料金

収入の大幅な減少が見込まれますが、さらなる増収対策や経費削減に取り組

み、健全財政を維持していきます。 

また、安全・安心な災害に強い水道を目指し、配水管更新事業の前倒し実

施や水道施設の震災対策など市民密着型公共工事に積極的に取り組みます。 

さらに、平成 23 年度の水道給水開始 100 周年に向けた記念事業や太陽

光発電など環境首都の実現に向けた事業等を展開します。 

 

■ 健全財政の維持 

○ 収益的収支は、5.3 億円程度の黒字を確保 

・水道料金収入は大幅に減少（▲6.0 億円） 

○ 単年度資金収支も、0.5 億円程度の黒字を確保 

○ 企業債残高は、7.5 億円の縮減 

 

〈水道用水供給事業〉 

供用開始後５ヶ年は１日最大給水量が 1.3 ㎥万  ㎥ですが、２万  となる平成

２８年度を目途に単年度の収益的収支を黒字化し、経営の健全化を図ります。 

また、供用開始後３５年を目途に累積欠損金を解消し、送水管の更新に要

する資金を確保していきます。 

 

 

【工業用水道事業会計】 

必要な施設の維持・整備を計画的に実施し、安定給水を図るとともに、新

規需要の開拓による収入の確保やより一層の経費節減に努め、健全財政を維

持していきます。 

 

■ 健全財政の維持 

○ 収益的収支は、1.1 億円程度の黒字を確保 

○ 単年度資金収支も、0.3 億円程度の黒字を確保 
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３ 重点的に取り組みを行う主なもの 
 

(１)安全・安心への取り組み 
災害や事故に強い水道を目指し、配水管の更新や水道施設の耐震化などに

より、安定した給水体制を強化します。 

 

■配水管更新事業         ３,５００,０００千円 

安全で安定的な給水を目指し、経年劣化が進んでいる配水管を

対象に、計画的に更新します。 

Ⅲ-1･拡充 

 

■震災対策整備事業         ３２１,７６２千円 

浄水施設などの基幹水道施設の耐震診断を実施するとともに、

配水池の耐震化工事を実施します。また、震災時の応急給水拠点

の整備を進めます。 

Ⅲ-1･拡充 

・ 浄水施設の耐震診断     ８０,９６２千円 

・ 貯水池の耐震診断      １５,０００千円 

・ 配水池の耐震化工事    １３９,０００千円 

・ 緊急遮断弁の整備      ８１,０００千円 

・ 仮設給水栓の整備       ５,８００千円 

 

■災害対策整備事業         １４９,１９３千円 

大雨などによる被害を未然に防ぐため、水道施設の整備・改修

を実施します。 

Ⅲ-1･拡充 

 

■北部福岡緊急連絡管事業      １２６,１４３千円 

安全・安心なライフラインの確保のため、北九州市と福岡都市

圏を結び、緊急時に水道水を相互融通する緊急連絡管を整備しま

す。 

Ⅲ-1･継続 

 

■新若戸道路水道連絡管整備事業   ２００,０００千円 

新若戸道路整備に併せて水道連絡管を整備し、主要送水系統の

ループ化による基幹浄水場間のネットワークを強化します。 

Ⅲ-1･継続 

（Ｈ２２：７５０ｍ整備） 

 

 

(２)広域化の推進 
 

■水道用水供給事業         ５６１,９０４千円 

平成 22 年度後半から、宗像市など３市１町へ水道用水を供給

する水道用水供給事業を開始します。 

Ⅶ-3･継続 

平成２２年度は、宗像市と新宮町に供給します。 
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(３)環境への取り組み 
自然エネルギーの有効活用や省エネルギー対策などにより、環境保全と経

費削減の両立に取り組みます。 

 

■太陽光発電設備設置事業       ２０,０００千円 

配水池の上部スペースに太陽光発電パネルを設置して電力の

自家消費と余剰電力の売電を行い、低炭素社会を目指す「環境モ

デル都市」の実現を推進します。 

Ⅴ-2･継続 

 

■省エネルギー対策整備事業     １４４,５００千円 

送水ポンプを適正規模に更新することや配水ブロックの改善

により、エネルギーロスを減らし消費電力を削減します。 

Ⅴ-2･拡充 

 

■クールミスト事業           ５,０００千円 

水道水を活用したミスト冷却装置を設置し、小さなエネルギー

で効果的に街を冷やします。 

Ⅴ-2･継続 

 

 

(４)安心しておいしく飲める水道 
蛇口から直接、水を飲む習慣を育んでいきます。 

 

■アクアフレッシュ事業        ３５,０００千円 

小・中学校の児童・生徒が水道水のおいしさを実感できるよう

直接式給水への切り替えを促進します。 

Ⅲ-1･継続 

 

 

(５)100 周年記念事業 
平成 23 年度の水道給水開始 100 周年に向けて、プレイベントを開催し

ます。 

 

■１００周年記念事業          ６,５００千円 

１００年の歩みと現在の水道について、市民のみなさまに知っ

ていただく展示会の開催などを行います。 

Ⅲ-1･新規 

 
 
(６)有収率向上対策 

漏水を削減し有収率の向上を目指します。 
  

■漏水調査事業            ９８,０００千円 

効率的・計画的な漏水調査を行い、有収率向上（漏水削減）を

図ります。 

Ⅲ-1･拡充 

 

■配水管更新事業（再掲）     ３,５００,０００千円 Ⅲ-1･拡充 
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４ 事務事業の見直し等  

 

（１）省エネルギー対策の実施による動力費の削減 

 

永犬丸系送水ポンプは、当初小嶺配水池（標高 96.5m）へも送水するた

め、揚程 115ｍで設計されたが、その後、小嶺系送水ポンプが新たに設置

されたことにより、現在は永犬丸配水池(75.5m)、山ノ岬配水池(65.0m)

の２つの配水池への送水となっており、送水エネルギーを浪費している。 

このエネルギーロスを解消するため、永犬丸系送水ポンプを適正仕様の

ものに取り替え、動力費の削減を図る。 

また本事業は、本市におけるエネルギー消費を削減することで、環境モ

デル都市として、地球温暖化対策の推進に寄与するものである。 

永犬丸系送水ポンプの運用開始により、２３年度以降、穴生浄水場の消

費電力は年間約 1,600 千 kwh、動力費で約 8,300 千円削減され、地球温

暖化ガスについては、CO2 換算で年間 600 トン削減できる見込みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当 初 現 状

二島配水池
70.0ｍ

永犬丸配水池

75.5ｍ

小嶺配水池
96.5ｍ

P

P

永犬丸系ポンプ
12㎥/m、115m
325ｋｗｈ、3台

12,000㎥/d

穴生浄水場

15.0ｍ

10,000㎥/d

11,000㎥/d

山の岬配水池

65.0ｍ
18,000㎥/d

二島配水池
70.0ｍ

P
穴生浄水場

15.0ｍ

山の岬配水池

65.0ｍ

本城浄水場

0.0ｍ

P

二島系ポンプ
13.3㎥/m、85m
260ｋｗｈ、2台
6.7㎥/m、85m
150ｋｗｈ、1台

小嶺系ポンプ
7㎥/m、113m
200ｋｗｈ、3台

永犬丸系ポンプ
12㎥/m、115m
325ｋｗｈ、3台

12,000㎥/d

10,000㎥/d

11,000㎥/d

18,000㎥/d

省エネ効果
4,392kwh/d
1,600千kwh/年

小嶺配水池
96.5ｍ

永犬丸配水池

75.5ｍ

二島配水池
70.0ｍ

穴生浄水場

15.0ｍ

山の岬配水池

65.0ｍ

永犬丸配水池

75.5ｍ
永犬丸配水池

75.5ｍ
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